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参考資料（平成２７年度） 

分類名〔病害虫〕 

 

イチゴのナミハダニに対する殺ダニ剤の効果 

宮城県農業・園芸総合研究所 

 

１ 取り上げた理由 

ナミハダニは増殖が早く，また薬剤抵抗性の発達から園芸作物における重要な害虫となっている。

県内のイチゴ栽培圃場においては，ハダニ類対策としてカブリダニ類（チリカブリダニ，ミヤコカ

ブリダニ）や気門封鎖型薬剤の導入が進んでいるものの，IPM体系においては殺ダニ剤も重要な防除

手段の一つと位置付けられる。そこで，県内のイチゴ栽培ほ場から採取したナミハダニに対する各

種殺ダニ剤の効果を検討し，その効果が明らかとなったので参考資料とする。 

 

２ 参考資料 

１）殺成虫活性について，県内7地点（山元町2，亘理町3，名取市1，石巻市1）から採取したナミハ

ダニを検定したところ，採取地点によって効果に大きな差がみられ，全ての採取地のナミハダニ

に高い効果を示す薬剤はみられない。カネマイトフロアブル，マイトコーネフロアブル，トクチ

オン乳剤，アファーム乳剤は，採取地点によっては比較的高い効果がある（表１）。 

２）殺卵活性について，県内4地点（山元町1，亘理町1，名取市1，石巻市1）から採取したナミハダ

ニを検定したところ，カネマイトフロアブル，コロマイト乳剤，アファーム乳剤は全ての採取地

のナミハダニに対して高い効果がある。マイトコーネフロアブル及びダブルフェースフロアブル

には採取地によっては比較的高い効果がある（表２）。 

 

３ 利活用の留意点 

１）今回確認した効果に関わらず，さらなる感受性の低下を避けるため，同一剤の使用は年１回

とする。 

２）イチゴ栽培においてはカブリダニ類が普及しているが，今回高い効果がみられた薬剤のうち，

天敵に対する影響が少ないとされるものは，カネマイトフロアブルとマイトコーネフロアブルの

みである。 

３）カネマイトフロアブルは，イチゴ葉に薬害を起こす場合があることが知られている（図１）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ カネマイトフロアブルにより生じた薬害 

 

（問い合わせ先：宮城県農業・園芸総合研究所 園芸環境部 電話 022-383-8246） 
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４ 背景となった主要な試験研究 

１）研究課題名及び研究期間 

  病害虫検定対策診断事業（平成27年度） 

２）参考データ 

 

 

表１ ナミハダニ雌成虫に対する殺ダニ剤の効果 

 

 

表２ ナミハダニ卵及びふ化幼虫に対する殺ダニ剤の効果 

 

 

３）発表論文等 

a  関連する普及に移す技術 

a) 気門封鎖型薬剤によるイチゴ親株でのハダニ類防除（第90号参考資料） 

 

４）共同研究機関 

なし 

山元Ａ 山元Ｂ 亘理Ａ 亘理Ｂ 亘理Ｃ 名取 石巻

カネマイトフロアブル アセキノシル 1,000 33 38 83 89 100 95 93

スターマイトフロアブル シエノピラフェン 2,000 0 0 5 0 59 35 2

ダニサラバフロアブル シフルメトフェン 1,000 - 32 11 51 8 37 5

マイトコーネフロアブル ビフェナゼート 1,000 61 0 - 96 87 85 8

コロマイトフロアブル ミルベメクチン 1,000 38 74 - 50 65 80 72

ダニトロンフロアブル フェンピロキシメート 1,000 14 3 - 6 28 14 7

コテツフロアブル クロルフェナピル 2,000 - 12 0 71 34 2 3

トクチオン乳剤 プロチオホス 1,000 71 84 27 74 97 89 83

アファーム乳剤 エマメクチン安息香酸塩 2,000 - 82 16 38 94 100 100

ポリオキシンＡＬ水溶剤 ポリオキシン複合体 5,000 9 3 26 50 21 37 8

ダブルフェースフロアブル ピフルブミド・フェンピロキシメート 2,000 0 9 0 21 34 24 3

希釈倍数商品名 成分名
補正死虫率（％）

　　試験方法：径2cmのインゲンマメリーフディスク上にナミハダニ雌成虫約10頭を接種，所定濃度の薬剤を処理し，48時間後に供試虫の生死を判別した。4反復で実施した。

補正死
卵率
（％）

11日後
生存率
（％）

補正死
卵率
（％）

11日後
生存率
（％）

補正死
卵率
（％）

11日後
生存率
（％）

補正死
卵率
（％）

11日後
生存率
（％）

カネマイトフロアブル アセキノシル 89 0 99 0 95 0 97 0

スターマイトフロアブル シエノピラフェン 39 51 49 54 75 21 2 71

ダニサラバフロアブル シフルメトフェン 5 64 23 - 36 17 0 79

マイトコーネフロアブル ビフェナゼート 4 23 0 19 50 1 0 40

コロマイトフロアブル ミルベメクチン 72 0 79 1 89 0 53 16

ダニトロンフロアブル フェンピロキシメート 4 87 21 88 4 91 0 88

コテツフロアブル クロルフェナピル 6 72 16 39 100 0 15 87

アファーム乳剤 エマメクチン安息香酸塩 10 0 7 1 8 7 12 9

ダブルフェースフロアブル ピフルブミド・フェンピロキシメート 55 17 95 0 85 14 22 52

ニッソラン水和剤 ヘキシチアゾクス 3 86 6 100 9 87 0 99

石巻山元Ｂ

　　試験方法：径2cmのインゲンマメリーフディスク上にナミハダニ雌成虫約10頭を接種し，24時間後に雌成虫と除去した後，薬剤を処理した。6日後に未ふ化卵数とふ化幼虫数

　　　　を，11日後に生存虫数を計数した。4反復で実施した。

商品名 成分名

亘理Ｃ 名取


